
村山市立小学校西部地区統合準備委員会（第 11 回） 

日時 令和 8 年 5 月 26 日（火）18：30～ 

場所 農村環境改善センター 多目的ホール 

 

議事 次第 

１ 開 会         
 
２ 委嘱状交付       
 
３ 教育長あいさつ     
 
４ 自己紹介        
 
５ 準備委員会の概要について       
 
６ 専門部会の部会員割振りについて    
 
７ 委員長、副委員長の選出        
 
８ 議 事 

（１）事業報告等について                 【資料１】 
 
 （２）校訓等について（案）（教育課程部会） 【資料２】 

 
（３）今年度スケジュールについて(部会ごと)【 別紙 】 

 
９ その他  
 
10 閉 会   
 



令和８年度　村山市立小学校西部地区統合準備委員　名簿（案）

□委員 　（順不同・敬称略）
№ カテゴリー 氏　名 所属団体等 所属部会 備考

1 細矢　清昭 大久保地域代表 校舎整備 新
2 石川まゆみ 冨本地域代表 地域連携
3 井澤　英悦 戸沢地域代表 総      務 新
4 佐藤　紀彦 大高根地域代表 校舎整備
5 佐藤　喬一 村山市立大久保小学保護者 地域連携
6 小林　陽介 村山市立冨本小学校保護者 学校運営
7 青柳　悠平 村山市立戸沢小学校保護者 総      務
8 井上結香子 村山市立富並小学校保護者 学校運営
9 伊藤　真司 村山市立葉山中学校保護者 校舎整備 （欠席）

10 奥野　直樹 村山市はやま認定こども園保護者 学校運営 （欠席）
11 石澤　充一 認定こども園ふたば大高根保育園保護者代表 地域連携 新
12 尾﨑　　惣 村山市立大久保小学校長 教育課程
13 鈴木　郁子 村山市立冨本小学校長 教育課程
14 髙橋　文明 村山市立戸沢小学校長 教育課程
15 阿部　　剛 村山市立富並小学校長 教育課程 新
16 早坂　　智 村山市立葉山中学校長 教育課程

0
□事務局（村山市・村山市教育委員会）
№ 所　属 氏　名 兼　務 主担当部会 備考

1 教育長 工藤　幸吉 -
2 学校教育課　課長 細谷　　充 学校統合推進室　室長 総      務 副班長
3 教育指導室　室長 鈴木　和典 学校統合推進室　室長補佐 教育課程 副班長
4 学校教育課　課長補佐 保科　孝司 総      務 班　長
5 　　　　　　庶務主査 秋久保洋紀 学校統合推進室　推進主査 学校運営 班　長
6 　　　　　　庶務係長 鈴木　夕佳 総      務 副班長
7 　　　　　栄養業務員 石山　陽子 学校運営
8 　　　　　　施設係長 細谷　祐太 学校統合推進室　推進係長 校舎整備 班　長
9 　学事主査（兼）係長 森　　忠昭 学校運営 副班長

10 　　　　　　　　主事 海老名秀喜 校舎整備 副班長
11 指導主査（兼）指導主事 半澤　宏樹 地域連携 副班長
12 指導係長（兼）指導主事 小幡　英昭 教育課程 副班長
13 　　　学校統合推進員 井澤　豊隆 学校統合推進室　学校統合推進員 地域連携 班　長
14 　　　学校統合推進員 笹原　　聡 学校統合推進室　学校統合推進員 教育課程 班　長
15 生涯学習課　課長補佐 和田　貴充 地域連携
16 　　　　　　　　主事 大山　温子 地域連携
17 子育て支援課　課長補佐 仲嶋祐鶴憲 学校運営
18 　　　　　　　　主事 石川奈穂美 学校運営

※事務局担当者は、記載されている主担当部会の他にも所属している部会があります。　

地域代表

学校保護者

認定こども園代表

小中学校代表



村山市立小学校西部地区統合準備委員会設置要綱 

                                
 
（目的及び設置） 

第１条 村山市立小学校における西部地区小学校の統合について、円滑に行うために必要な準
備、検討、調整を図るため、村山市立小学校西部地区統合準備委員会（以下「西部地区準備
委員会」または「準備委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 西部地区準備委員会は、次項に定める事項を調査及び検討するものとする。 
（1）統合のための基本的事項（学校名称・校章、教育課程、通学方法、PTA 等組織、設備・備 

品、各種行事・式典等）に関すること。 
（2）統合校の開校に向けた準備に関すること。 
（3）前号に掲げるもののほか、西部地区準備委員会の目的を達成するために必要な事項に関 

すること。 
（組織） 

第 3 条 西部地区準備委員会は委員２0 人以内で組織し、次の各号に掲げる者のうちから教育
委員会が委嘱する。 

（1）地域住民を代表する者 
（2）児童及び生徒の保護者を代表する者 
（3）幼稚園・保育所・こども園を代表する者 
（4）村山市立小中学校を代表する者 
（5）その他教育委員会が必要と認める者 
（任期） 

第 4 条 委員の任期は、委嘱の日から当該年度の最終日までとする。ただし、原則として、本
準備委員会の最終的な任期は、小学校統合の目的が達成される日まで続くこととし、継続再
任を妨げないものとする。 

2 教育委員会は、特定の地域又はその職（以下「地位等」という。）にあたるために委員にな 
った者が、当該地位等に該当しなくなったときは、委員の職を辞職したものとみなし、当該 
地域等にあたる者を委員として委嘱するものとする。 

3 教育委員会は、前項の規定によるもののほか、委員の追加が必要なとき、あるいは委員が欠
けたときなど、必要に応じて委員を任命するものとする。 

（委員長及び副委員長） 

第 5 条 西部地区準備委員会に委員長及び副委員長１人を置く。 
２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 
３ 委員長は、準備委員会を代表し、会務を総理する。 
４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 
（会議） 

第 6 条 西部地区準備委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、議長となる。
ただし、第 1 回目の会議は、教育長が招集する。 

2 会議は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 



3 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
4 会議には、必要に応じて関係者の出席を求め、意見又は説明を聴くことができる。 
（専門部会及び作業班等） 

第 7 条 委員長は、準備委員会に別表に掲げる専門部会を置き、検討事項について、専門的に
調査検討させるものとする。 

2 専門的に協議検討するため、第 3 条における委員を、必要に応じ専門部会に所属させること
ができる。 

3 具体的な項目について検討するため、必要に応じ専門部会の補助機関として作業班等を置く
ものとする。作業班の構成員は、原則として、市職員または教育委員会職員、学校の教職員
からなるものとする。 

（公開） 

第 8 条 準備委員会は、原則として公開する。ただし、公開する際の傍聴等に関する規則等は
別途定める。 

（秘密の保持） 

第 9 条 委員は、準備委員会において知り得た個人的な情報等を他に漏らしてはならない。ま
た、その職を退いた後も同様とする。 

（庶務） 

第 10 条 西部地区準備委員会の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 
（その他） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、準備委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 
附 則 

 この要綱は、令和６年７月５日から施行する。 
附 則 

令和７年５月２８日一部改正（別表） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
別表（第 2 条、第 7 条関係） 

専門部会 調査・検討事項i 

総務部会 1 学校の名称等に関すること（学校名称・校章・校歌・制服・体操着等） 
2 広報・情報発信に関すること 
3 予算、進捗管理に関すること 
4 その他総務部会に属する事項 

教育課程部会 1 教育課程（カリキュラム）等教育内容の策定等に関すること 
（校務分掌・日課表・時間割・教材・教具等） 

2 学校運営方針・教育目標（校訓等含む）に関すること 
3 特色ある学校づくり（学校の特徴等）に関すること 
4 学校行事、教職員研修・教職員交流に関すること 
5 児童会運営、生活指導、健康安全等に関すること 
6 児童生徒の交流学習に関すること 
7 PTA 組織運営に関すること 

（組織編成・規約・役員選出方法・運営計画等） 
8 その他教育課程部会に属する事項その他教育課程部会に属する事項 

学校運営部会 1 基本的学校運営に関すること（学校給食、プール等） 
2 通学方法（スクールバス運行）・通学路・安全対策等に関すること 
3 学童保育（放課後児童クラブ）に関すること 
4 その他学校運営部会に属する事項 

地域連携部会 1 子ども会育成会に関すること（組織編成・規約・役員選出方法・事業等） 
2 コミュニティスクール（学校運営協議会）、学校後援会に関すること 
3 学校歴史の継承、学校を核とした地域づくりに関すること 
4 閉校及び開校記念事業・式典等に関すること 
5 現校舎の利活用・学校敷地利用に関すること 
6 その他地域連携部会に属する事項 

校舎整備部会 1 小学校として必要な教室等の設置に関すること 
2 学校備品（主に大きな備品）、学校図書、文書保存・廃棄等に関すること 
3 その他校舎整備部会に属する事項 

※その他 必要事項について、適宜ふさわしい部会において協議するものとする。 
 

 
 



◇村山市の小中学校における児童生徒数の減少を受け、今後の小中学校の在り方（適正規模・適正配置）を検討する。
特に、現在の7つの小学校を、適正規模・配置を念頭に再編を行うものであり、そのために計画を策定し、その計画に基づき今後の
村山市の学校教育のよりよい方向性を見出すものである。

（１）これまでの経緯について ～小学校統合計画の背景～

1.将来の小中学校の在り方（適正規模・適正配置）の検討

2.令和５年度の検討内容（概要）

内容会議体等経過

「将来の村山市の小学校の在り方について（骨子）」
（令和３年２月）（諮問→答申）

将来の小学校の在り方に関する検討委員会
～「市立小学校における適正規模及び適正配置」の検討～

令和2年度

４回の会議 / ８つの地域での「地域説明会」村山市小中未来スクール構想会議令和4年度

策定委員会の検討を基に、各学校区ごとに検討会・地
域委員会・懇談会等を同時に開催し、「３つの基本的
要件」を検討整理（諮問→答申）
「総合教育会議」（令和6年5月24日）で確定

村山市立小学校統合計画策定委員会による検討
～「村山市立小学校統合基本計画」の策定～

令和5年度

西部：令和６年７月発足（年４回会議を開催）
東部：令和７年６月発足

「統合基本計画」を基に【準備委員会を設置】
（部会ごとにより具体的に検討をスタート）

令和6年度～
令和9・10年度

西部：統合校 令和１０年度（令和１０年４月開校）
東部：統合校 令和１１年度（令和１１年４月開校）

統合校発足令和10・11年度

◇統合基本計画（素案）の提示
１）答申から計画策定・実施
～統合に向け、目指す学校像等について令和5年度に次の会議等を行い、これを基に答申
①策定委員会（9回） ②義務教育学校視察研修（1回）
③アンケート（一般：令和5年7月/1,546人対象1,113件回収 児童：令和6年2月/小5.6年 262人）
④地域委員会、地域懇談会（全8地域）での話し合い

２）準備委員会の設置
◎実際の統合に向け、「準備委員会」を設置し、部会等で東部地区、西部地区ごとに、
具体的な事項の数々をより具体的に検討すべく、東西地区ごとに「準備委員会」を発足

村山市小学校
統合基本計画

令和６年５月

村山市教育委員会



西部地区（＝葉山中学校区）東部地区（＝楯岡中学校区）東西区分

主な事由内 容主な事由内 容基本的3要件№

❶現葉山中学校の場所が合
理的であること
❷アンケートでは現葉山中
周辺が73.5％と最多で
あったこと
❸小学校校舎として「不足
する」教室等は増築等で
対応することが合理的で
あること

〇現在の葉山中学
校の校舎を活用し
つつ、その際に「不
足する」小学校の
校舎をリノベーショ
ン型の改修を行い、
葉山中学校敷地内
に統合する。
（一部修正）

❶アンケートで87.5％の回答
があったこと

❷地域委員会・地域懇談会で
の理解が得られたこと
❸現校舎の利活用が妥当であ
ること

〇現在の楯岡小学
校校舎に統合す
る。

小学校統合
の場所
～どこに～

1

❶アンケートでは、早期（5
年以内）の統合希望が
67.1％であること
❷新校舎増築等に最短でも
3年を要するので、早くて
も令和10年４月となるこ
と

〇令和10年度の
開校を目指す。

❶複数案をもとに検討した
結果であること

❷同時統合が合理的である
❸3校同時入校可能な年度が
令和１１年４月であること

〇令和11年度、
３校同時の統合を
目指す。

統合の時期
～いつ～

2

❶「義務教育学校」は、小中
一貫型のメリットを最大
限生かした学校形態であ
ること
❷現在の葉山中学校の特色
を取り入れ、ダイナミック
で、かつ効果的な教育活
動が展開できる可能性が
あること

〇葉山中学校と一体
型（一貫型教育）の
学校とし、 「義務
教育学校」とする。
さらには、葉山中
学校の 「教科教
室制」の特色を生
かした学校とする。

❶アンケートで約70％の回答
があったこと

❷「1小学校」対「１中学校」の
接続ゆえ、連続的で強い連
携が可能であること
❸各校の校風伝統を踏まえ、
特色のある教育活動への期
待があること

〇楯岡小学校に統
合する小学校は
「従来型学校」と
する。
なお、楯岡中学校
とは、これまで以
上に連携を強化し、
特色を出すように
する。

学校の形態
～どんな学校～

3

統 合 基 本 計 画 【要点整理】



（２）村山市立小学校の統合スケジュールについて

R12R11R10R9R8R7R6R5年度
項目 （2030）（2029）（2028）（2027）（2026）（2025）（2024）（2023）

諮問・答申

1.統合計画策定委員会
（諮問～答申）

2.基本計画の策定

東部
3.統合準備委員会
（東西ごと） 西部

4.校舎等改修

開校
統合入学式

閉校東部地区
小学校〔３校〕

開校
統合入学式

閉校西部地区
小学校〔４校〕

5.備 考

（西部）R7:基本設計～実施設計 ⇒ R8-9：着工～完成

【統合までの進め方（スケジュール・日程の指針）統合基本計画より】

最
上
川

統合小

西部地区

東部地区
楯岡

大倉
冨本

袖崎

戸沢

大高根

統合校

①総務 ④地域連携

②教育課程 ⑤校舎整備
③学校運営

＊必要に応じ検討項目の
組換えや項目追加あり

専門部会

準備委員会・専門部会・作業部会

準備委員会・専門部会・作業部会

総合教育会議を経て成案

（東部）R8:基本設計 ⇒ R9:実施設計 ⇒ R10：着工～完成

西郷

大久保



（3）村山市小学校西部地区統合準備委員会（概要）

調査・検討事項専門部会№

〇学校名称・校章・校歌・体操着等
〇広報・情報発信
〇予算・進捗管理 〇その他

総務部会1

〇教育課程編成〔カリキュラム〕等教育内容策定
〇学校運営方針・教育目標
〇学校行事・教職員研修・教職員交流
〇生徒指導・健康安全
〇児童生徒の交流学習
〇PTA組織運営 〇その他

教育課程部会2

〇基本的学校運営 （学校給食等）

〇通学方法（スクールバス運行）・通学路・登下校時の
安全対策

〇学童保育（放課後児童クラブ） 〇その他

学校運営部会３

〇子ども育成会（組織編成・規約・役員選出方法等）
〇コミュニティスクール（学校運営協議会）、学校後援
会等

〇学校歴史の継承、学校を核とした地域づくり
〇閉校及び開校記念事業・式典等
〇現校舎の利活用・学校敷地利用 〇その他

地域連携部会４

〇小学校としての必要教室等設置
〇学校備品（主に大きな備品） 、学校図書、文書保存
・廃棄等 〇その他

校舎整備部会５

1.準備委員会設置要綱（西部）

村山市立小学校統合計画（令和６年５月）に基づき、実際の統合までに「準備委員会」を設置し、専門部会・作業班等で、統合に向け詳細を検討するものとする。
■東部地区（楯岡中学校区）の小学校3校は、楯岡小学校校舎に統合することとし、令和11年4月開校を目指す。また学校形態は、「従来型小学校」とする。

趣
旨

1.目的・・・・・・・・統合を円滑に行うための準備・検討・調整
2.所掌事務・・・・・・①基本的事項、②開校準備、③必要な事項
3.組織・・・・・・・・住民代表・児童生徒保護者代表・子ども園等代表・

小中学校代表（校長）等、計20人以内
4.任期・・・・・・・・当該年度最終日まで/再任あり
5.委員長・副委員長・・委員互選で選出（各1名）
6.会議・・・・・・・・委員長が招集・半数以上の出席/過半数で可決
7.専門部会・作業班・・専門部会/作業班（5つの部会）
8.公開・9.秘密保持・・原則公開/傍聴規則
10.庶務・・・・・・・（事務局）学校教育課

東部地区、西部地区ごとに要綱を設定

2.準備委員会のメンバー

4.日程・スケジュール

3.専門部会の構成

内 容人数代表等№
大久保・冨本・戸沢・大高根 各地域代表4名地域住民代表者1

大久保小・冨本小・戸沢小・富並小・葉山
中学校 各小学校保護者代表

5名小学校保護者代表者2

葉山認定こども園・大高根ふたば保育園
代表

2名保育園保護者代表者3

大久保小・冨本小・戸沢小・富並小 各小
学校職員代表4名・葉山中学校長 1名

5名教職員代表者4

16名計

①準備委員会（本部会議）は、年6回程度開催（原則2か月に1回）
②専門部会は、必要に応じ設置し、随時開催（頻度は月1回程度）
③作業班会議は、必要に応じ随時開催（頻度は月2回程度開催）

統合準備委員会

1総務部会 2教育課程部会 3学校運営部会 4地域連携部会 5校舎整備部会

村山市教育委員会

例：分科会（学童）

5.専門部会での検討事項

※その他 必要事項について、適宜ふさわしい部会で検討する。

〇【専門部会】
～準備委員会のメンバー20人がそれぞれの専門部会に分かれて配属

〇【作業班】
～専門部会での具体的な事務作業・調査検討等は、市職員等からなる作業班
が行う

◎必要に応じ、
専門部会に分科会
を設置し対応する

■5/26(火)第11回統合準備委員会を開催以後7月/9月/12月/3月（予定）
■本部会議メンバー16名、作業班（職員）18名



役割氏名役職所属所属部会

班 長保科孝司課長補佐学校教育課総務部会
作業班

1

副班長細谷 充推進室長統合推進室

副班長鈴木夕佳庶務係長学校教育課

秋久保洋紀推進主査統合推進室

井澤豊隆統合推進員〃

笹原 聡統合推進員〃

班 長笹原 聡統合推進員統合推進室教育課程部会
作業班

2

副班長鈴木和典室長補佐〃

副班長半澤宏樹指導主査学校教育課

早坂 智校 長葉山中学校

尾﨑 惣校 長大久保小学校

鈴木 郁子校 長冨本小学校

髙橋 文明校 長戸沢小学校

阿部 剛校 長富並小学校

森 忠昭学事主査学校教育課

小幡英昭指導係長〃

班 長秋久保洋紀推進主査統合推進室学校運営部会
作業班

3

副班長森 忠昭学事主査学校教育課

副班長井澤豊隆統合推進員統合推進室

細谷祐太推進係長〃

海老名秀喜学事係主事学校教育課

（給食）石山陽子栄養業務員〃

仲嶋祐鶴憲課長補佐子育て推進課

石川奈穂美家庭支援係主事〃

役割氏名役職所属所属部会

班 長井澤豊隆統合推進員統合推進室地域連携部会
作業班

4
副班長鈴木和典室長補佐統合推進室

副班長小幡英昭指導係長〃

半澤宏樹指導主査〃

笹原 聡統合推進員統合推進室

和田貴充課長補佐生涯学習課

大山温子生涯学習係主事〃

班 長細谷祐太推進係長統合推進室校舎整備部会
作業班

5
副班長秋久保洋紀推進主査〃

副班長海老名秀喜学事係主事学校教育課

鈴木夕佳庶務係長〃

井澤豊隆統合推進員統合推進室

※専門部会ごとに「作業班」」を置く。
１）メンバー構成
・基本的に、教育委員会職員、学校教職員とする。

２）班長・副班長
・各班ごとに、班長・副班長を置き、班長が会議等の招集を行う。
議論の際のリーダーとなる。
・全体（5つの班）の統括は統合推進室長とする。
・協議のとりまとめは、班長と事務局員が行う。

３）作業班の役割
・具体的な項目について調査検討し、一定の結論を得ることを目標と
する。（「案A」（作業班原案）を導く）

４）他の課の職員等
・各部会において、必要に応じ関係する課の職員の意見等を聞く必要
があるときは、随時、任意で行うものとする。

令和８年度 作業班名簿



準備委員会の案件【プロセス】 （原案作成～決定まで）

全体会議
〔20人〕

各専門部会
〔各部会4人程度〕

各作業班

〈統合準備委員会〉 【組織/意思決定の構造（プロセス）】

教育委員会

市（市長）

部会ごとに協議
部会（案）の作成

準備委員会（案）
協議

教育委員会（案）
協議・調整

【最終】協議・調整
総合教育会議
（議会報告・調整）

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

準
備
委
員
会

教育委員会
事務局

【作業班】

原案作成

部

会

全体会議
（20人全員で協議）

教育委員会議
（調整・承認）

◆【意思決定過程における各関係機関等との調整】
※基本的には、全ての項目について、「原案」を作業班で作成し、下位から上位
へと順次会議等で検討し、そこで「了」となれば、上部機関へ進め、そこでの
「協議」過程を経て、「最終決定」する。（但し、案件によっては、教育委員会ま
での決定等で済む案件等もあるかもしれないので、臨機応変に柔軟に対応。
また、原案等作成過程において、必要な機関（市長・議会・地域）等と情報交換
が必要な場合は、協議プロセスを経て、原案等を作成・精選する。

部会会議
（部会所属の準備委員会の

委員で協議）

調査・原案
（市職員・教育委員会職員
が中心となり原案を作成）

否決（差戻）



R8.5. 作成制服・体操着No.５検討項目

【担当者】総務部会【部会名】≪スケジュール≫

内容日月年

令和8年度分科会メンバーの確認、分科会で制服、体操着等の方向性確認0708

業者へ体操着プレゼンテーション依頼0808

分科会で体操着プレゼンテーション （⇒ 分科会で体操着の業者を選定）1008

分科会でプレゼンテーションを受けて、分科会案を決定 、並行してカバン、ズック等について検討1108

準備委員会で分科会案について協議、承認 （⇒ 準備委員会で選定対象となった体操着を見てもらう）1108

業者との契約、細部の打ち合わせ（複数回）12
～
02

08

09

準備委員会、教育委員会議、総合教育会議（制服等最終決定）0309

制服等取り扱い業者との調整？0309

令和10年度入学者の体操服採寸開始。
制服は、8-9年生対象の為、採寸不要か？

1109

・制服は、方向性が令和7年度である程度決定。（準備委員会説明済。）今後は、業者の決定方法確認と制服デザイン
細部の検討。
・体操着は、新しいデザインで選定するため令和8年度中にプロポーザル審査会を実施。審査会は分科会がメインと
なって進め、案決定の経過（不採用案も提示する）について、準備委員会で説明し、承認を受ける形でいいか。
・カバンやズックなどのこれまで統一していたものを今後どうするか、確認をする。

課 題

・業者の選定、販売店との調整調 整

予 算

令和7年6月着手時期

令和9年3月完成時期



準備委員会のスケジュールについて～会議等開催頻度/イメージ～

備考3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月
R8年度

以後 開校まで
継続開催

上旬下旬下旬下旬下旬
5/26
（火）

2か月に1回程度
【但し、必要に応じ
随時開催】

第16回

■
第15回

■
第14回

■

第13回

■
第12回

■
第11回

■
１準備委員会
（全体会議：

委員16人）

【2か月に1回程度】

2.専門部会
（委員3人前後）

【必要に応じ随時開催】 ■■■■■■■■■■

フィードバック月2回3.作業班
（市職員・教職員）

【1か月に２回程度】

市職員・
学校教職員

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

部会（班）ごとの
連絡調整・進捗管
理 ・情報共有化

毎週
1回程度

4.事務局会議
（教委）

【毎週1回程度】
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【組織図】
本部会議-
専門部会-
作業班-
事務局

①総務部会

準備委員会

②教育課程部会 ③学校運営部会 ④地域連携部会 ⑤校舎整備部会

分科会
制服分科会

専門部会
（作業班）

（必要に応じ）
分科会を設置

準備委員会（本部会議）

組織構成

…テーマに相応しい担当課と連携



【資料１】

1 令和７年度事業報告

№ 期日 曜日 会  場

1 5月9日 金 第1回学校給食事業における庁内検討会 村山市役所内

2 5月28日 水 第5回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 農村環境改善センター

3 6月15日 日 むらやま統合TIMES（創刊準備号）発行 ―

4 6月17日 火 学校運営部会作業班打合せ① 農村環境改善センター

5 6月24日 火 校舎整備部会作業班打合せ①     〃

6 7月1日 火 むらやま統合タイムズ（第1号）発行 ―

7 7月3日 木 総務部会作業班打合せ① 農村環境改善センター

8 7月7日 月 教育課程部会作業班打合せ② 戸沢小学校

9 7月8日 火 校舎整備部会作業班打合せ② 村山市役所内

10 7月10日 木 学校運営部会作業班打合せ②     〃

11 7月15日 火 地域連携部会作業班打合せ①     〃

12   〃 総務部会葉山学園制服分科会① 農村環境改善センター

13 7月16日 水 設計事務所打合せ（㈲柴﨑浩一設計事務所） 村山市役所内

14 7月25日 金 視察研修（新庄市立明倫学園） 新庄市

15 7月29日 火 第6回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 農村環境改善センター

16 7月30日 水 葉山学園改修設計に係る校舎内覧会（1回目） 葉山中学校

17 7月31日 木 葉山学園改修設計に係る校舎内覧会（2回目）     〃

18 8月15日 金 むらやま統合タイムズ（第2号）発行 ―

19 8月18日 月 校舎整備に係る助言及び教科教室講習会 葉山中学校

20 8月19日 火 視察研修（上山きらり学園、西山形小学校） 上山市、山形市

21 8月21日 木 大久保小学校利活用現場視察 大久保小学校

22 9月1日 月 葉山中学校教諭への改修図面説明会 葉山中学校

23    〃 月 むらやま統合タイムズ（第3号）発行 ―

24 9月2日 火 学校運営部会作業班打合せ①③ 村山市役所内

25 9月4日 木 校舎整備部会作業班打合せ③ 農村環境改善センター

26 9月5日 金 第2回校舎整備部会 葉山中学校

27 9月9日 火 校長会コミュニティスクール説明会 楯岡中学校

28 9月11日 木 第2回学校給食事業における庁内検討会 村山市役所内

29 9月12日 金 総務部会作業班打合せ②     〃

30 9月17日 水 第2回葉山学園制服分科会・第3回総務部会 農村環境改善センター

31 9月18日 木 校舎整備部会作業班打合せ④     〃

32 9月19日 金 第3回学校運営部会     〃

33 9月25日 木 第7回村山市立小学校西部地区統合準備委員会     〃

34 10月1日 水 むらやま統合タイムズ（第4号）発行 ―

35 10月2日 木 校舎整備部会作業班打合せ⑤ 農村環境改善センター

36 10月9日 木 地域連携部会作業班打合せ②     〃

37 10月21日 火 総務部会作業班打合せ③ 村山市役所内

38 10月27日 月 第3回葉山学園制服分科会・第4回総務部会 農村環境改善センター

39 11月14日 金 学校運営部会作業班打合せ②④     〃

40 11月20日 木 第4回学校運営部会     〃

村山市立小学校西部地区統合準備委員会　資料

事   業   名



№ 期日 曜日 会  場事   業   名

41 11月27日 木 第8回村山市立小学校西部地区統合準備委員会     〃

42 12月9日 火 小学校統合に伴う学童保育アンケート調査開始 ―

43 12月12日 金 葉山中学校区PTA連絡協議会 戸沢小学校

44 12月17日 水 地区代表連絡協議会役員研修会 甑葉プラザ

45 12月23日 火 第1回総合教育会議 村山市役所内

46 12月24日 水 学校運営部会作業班打合せ③⑤     〃

47 12月25日 木 総務部会作業班打合せ④     〃

48 1月1日 木 むらやま統合タイムズ（第5号）発行 ―

49    〃 第4回葉山学園制服分科会・第5回総務部会 農村環境改善センター

50    〃 むらやま統合タイムズ（第6号）発行 ―

51 1月27日 火 第9回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 農村環境改善センター

52 2月1日 日 むらやま統合タイムズ（第7号）発行 ―

53 2月3～4日 市議会説明（学校設置条例関連） 村山市役所内

54 2月5日 木 教育課程部会作業班打合せ 葉山中学校

55 2月12日 木 学校運営部会作業班打合せ④⑥ 農村環境改善センター

56 2月15日 日 むらやま統合タイムズ（第8号）発行 ―

57 2月18日 水 第3回教育課程部会 葉山中学校

58 2月19日 木 地域連携部会作業班打合せ③ 村山市役所内

59 2月27日 金 第5回葉山学園制服分科会 農村環境改善センター

60 3月4日 木 第4回教育課程部会 葉山中学校

61 3月12日 木 第10回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 農村環境改善センター

62 3月15日 日 むらやま統合タイムズ（第9号）発行 ―

63 3月18日 水 第2回総合教育会議 村山市役所内

64 3月25日 水 むらやま統合タイムズ（第10号）発行 ―

2 令和７年度決定事項

№ 部会

1 校舎整備部会

2 総務部会

3 学校運営部会

4 総務部会

5 葉山学園校章 総務部会

6 地域連携部会

3 今後の会議予定（案）

№ 期日 曜日 会  場

1 7月下旬 第12回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 未定

※各専門部会、作業部会、分科会は随時開催 小会議室 等

準備の整った学校より、順次学校運営協議会設置（コ
ミュニティスクール）スタート
以上、令和8年3月総合教育会議にて承認

葉山中学校校歌を葉山学園の校歌として継承する

校章のデザインを公募により選定する
（令和8年7月実施予定）

項目

葉山学園校歌

コミュニティ・
スクール

葉山学園改修工事の概要決定
（校舎統合改修工事、校舎統合長寿命化工事、屋内運動場統合改修
工事、屋内運動場空調設備設置工事、屋外環境整備工事等）
葉山学園の制服（標準服）着用学年について、5～7年生
は標準服、8～9年生は制服着用とする
大久保小学校ランチルームを改修し、葉山学園へ運搬す
る（準センター方式）
以上、令和7年12月総合教育会議にて承認

給食施設

葉山学園制服

葉山学園改修工事

事   業   名

内容



（２）校訓等について(案) 

  

１ 義務教育学校「葉山学園」の校訓等について 

 

◇村山市立葉山中学校の校訓 

 

友愛：周りのものを自分と同じように大事に思い、認め合って互いに伸びようとする姿  

探求：夢や理想の実現に向けて、困難にもくじけず、根気強くやり抜こうとする姿 

飛翔：強いチャレンジ精神を持って、人格を磨き、より高いレベルに引き上げようとする姿  

 

↓ 

 

◇義務教育学校「葉山学園」の校訓について  

   

高く：(仮)高い志を持ちながら、強いチャレンジ精神のもと、人格を磨き、より高いレベルへ 

到達しようとする姿 

広く：(仮)広い視野を持ちながら、自分の夢や理想の実現に向けて、困難にもくじけず、粘り 

強くやり抜こうとする姿 

深く：(仮)深い思いやりの心を持ちながら、自分や周りのものの幸せを求めつつ、互いに伸び 

ようとする姿 

 

                       

↑ 

【校訓をつくる上での考え方】 

・葉山中学校の校訓(友愛・探求・飛翔)を踏まえ、義務教育学校「葉山学園」でも３つの校訓にしてい

きたいと考えた。 

・義務教育学校「葉山学園」は１年生から９年生までの児童生徒が学ぶため、全学年がある程度理解で 

きるものにしていきたいと考えた。 

 ・前期(１年生～４年生)、中期(５年生～７年生)、後期(８年生・９年生)のブロック等で、より具体的 

な目標設定ができるように、ある程度、幅のあるものにしていきたいと考えた。 

【資料２】 



 
２ 児童生徒学校間交流について（3 月提示済） 
（１）令和 8 年度 ２校交流 

□大久保小と冨本小       
□戸沢小と富並小 
 

① 交流時期   年間 3 回実施 
（7 月 14 日（火）高・9 月 8 日（火）中・12 月 11 日（金）低） 

② 交流の仕方  ・教科学習（外国語など） 
       ・技能教科（体育など） 
       ・特別活動（学級活動など） 
 

（２）令和 9 年度 ４校交流 
□大久保小、冨本小、戸沢小、富並小 
 

① 交流時期   年間 3 回（7 月・9 月・12 月）※今後検討 
② 交流の仕方  ・教科学習（外国語など）  ※前年度の反省を活用し、検討 

       ・技能教科（体育など） 
       ・特別活動（学級活動など） 

 
（３）令和 8 年度 ６年生交流 

① 交流時期   令和 8 年 11 月 20 日（金） 
② 交流の仕方  ・教科学習（外国語など）   

       ・技能教科（体育など） 
       ・特別活動（学級活動など） 

 
（４）令和 9 年度に教職員交流も検討中 
 
 
３ 葉山学校区連絡協議会による教育課程検討について 
（１） 教育課程情報作成における検討内容 
   ・基本的に、「令和 8 年度版はやまプラン」の内容をベースにし、各校で現在実施し 

ている教育課程情報をもちより、実施の根拠やメリット等について情報を収集し、 
２か年に渡り、案の検討を行っていく。 



   ・分科会は、教務部分科会、学習指導分科会、生徒指導分科会、健康安全指導分科会、 
PTA 組織分会を設置する。教務部分科会は各校教務主任、PTA 組織分科会は各校 
教頭が担当し、各校において、それ以外の３つ分科会に振り分ける。 

・各分科会に担当校を配置し、担当校教頭が取りまとめ役となり分科会運営を行って 
いく。 

 
 

① 情報収集・確認・共有（R8.4.30） 
・「はやまプラン」の内容をベースにし、各校の学校経営概要（令和７年度・８年
度案版）等の関連資料を持ち寄り、該当項目について、情報収集を行う。 

② 案の検討（R8.7 月 30 日（木）第２回分科会実施） 
・４月３０日分科会を受けて、具体案の検討を行う。 

③ 第１次案完成（R９.２月） 
④ 再検討（R９.４月） 

・新年度職員によって、第１次案の共有、加筆修正等を行う。 
⑤  最終案完成（R９.７月） 

・最終案を各校で共有し、実施の準備・調整等を行う。 
 
 

 （２）分科会分担 

 分科会 担当校 教育課程部会検討事項 備考 人数 

１ 教務部分科会 戸沢小 ・校務分掌  

・学校行事    

・日課表・時間割 

各校教務主任 

５ 

２ 学習指導分科会 冨本小 ・学習規律    

・教材・教具 

 

各校 

１～２ 

３ 生徒指導分科会 大久保小 ・児童会・生徒会運営 

・児童会・生徒会組織・校

則 

 

４ 健康安全指導分科

会 

葉山中 ・生活指導・健康安全  

５ PTA 組織分科会 富並小 ・PTA 組織 各校教頭 ５ 

 



＜スケジュール図＞ 

 

 

 

※村山市立小学校西部地区統合準備委員会専門部会スケジュールにおいて、
「教育課程部会」で各学校に分担されている項目を、葉山中学校区連絡協議会
（既存連絡協議会）の各担当分科会に再割り振りをして検討を実施しているも
のである。 
 

４月 ５月 ７月 ２月 ４月 ７月 ２月

PTA組織分科会

R8（担当校：戸沢小） R9（担当校：富並小）

教務部分科会

学習指導分科会

生徒指導分科会

保健安全分科会

情
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・
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【別紙】
■ 村山市立小学校西部地区統合準備委員会専門部会スケジュール 〇：原案作成スタート ◎：期間を通し、継続的に実施

R7

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

1 統合学校名称 秋久保洋紀 完了

2 校歌 保科孝司 案決定

3 校章・校旗 保科孝司 案決定 委員会 委員会 予算 決定
4 校訓※ 笹原 聡 〇 案決定 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 決定
5 制服・体操着 鈴木夕佳 分科会 プレゼン 案決定 契約 決定 採寸
6 広報・情報発信 井澤豊隆 終了
7 予算管理 鈴木夕佳

8 各専門部会の進捗管理 細谷 充

9 学校文書管理/PCデータ管理等 笹原 聡 移動
10 その他総務関係 保科孝司

11 学校経営方針、教育目標 笹原・早坂 〇 案確認 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 案決定

12 校務分掌（教職員組織） 早坂 智 〇 分科会 案決定 再検討
13 学校行事（学年行事） 髙橋文明 〇 分科会 案決定 再検討
14 日課表、時間割編成 髙橋文明 〇 分科会 案決定 再検討
15 学習規律 鈴木郁子 〇 分科会 案決定 再検討
16 学校史編纂※ 各校長

17 義教校の学年割 半澤宏樹 完了

18 学校の特徴・校訓等※ 笹原・早坂 〇 案確認 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 案決定

19 教職員研修・交流 鈴木和典 〇 分科会 案決定 再検討
20 児童会・生徒会運営 尾﨑 惣 〇 分科会 案決定 再検討
21 児童会・生徒会組織、校則 尾﨑 惣 〇 分科会 案決定 再検討
22 生活指導・健康安全 阿部 剛 〇 分科会 案決定 再検討
23 学級編制の基準 （保留）

24 教材・教具（必要物品の検討） 髙橋文明 〇 分科会 案決定 再検討
25 学校広報・ホームページ 森 忠昭 〇 部会 部会 部会 部会 案決定 業者選定 HP公開

26 各種委員会・クラブ 半澤宏樹 原案検討 案決定

27 各校資料の活用検討 各校長

28 入学説明会・地域説明会 笹原 聡

29 児童生徒学校間交流 鈴木和典 案決定 活動実施 活動実施 6年交流 活動実施 活動実施 活動実施 活動実施

30 PTA組織・規約 小幡英昭 連P協議 〇 連P協議 連P協議 連P協議 案決定

31 PTA役員選出・運営方法 小幡英昭 連P協議 〇 連P協議 連P協議 連P協議 案決定

32 PTA事業・予算調整 小幡英昭 連P協議 〇 連P協議 連P協議 連P協議 案決定

33 その他教育課程関係 笹原 聡

34 学校給食 秋久保洋紀 案決定 予算 入札 発注
35 プール（水泳設備） 細谷祐太 案決定 予算 発注
-2 プール（活用） 生涯(石山) 〇 案決定 予算 発注
36 通学路の設定・安全対策 森 忠昭 推計 部会 委員会 案決定

37 通学距離別通学方法 森 忠昭 案決定 総教会
38 登校班編成 森 忠昭 推計 部会 委員会 案決定

39 スクールバス運行 海老名秀喜 案決定 AP計上 台数決定 予算 デザイン 入札 納車
-2 スクールバス運転手確保 海老名秀喜 募集 採用 技能士配属
40 バス乗降所・便数等 海老名秀喜 案決定 予算
41 学童保育（放課後児童クラブ） 子育て(仲嶋) 〇 団体調整 地域説明 委員会 案決定 AP計上 予算
42 その他学校運営部会 秋久保洋紀

R8.5.15現在

部会 № 検討項目 担当者
令和8年度（2026） 令和9年度（2027） R10

開
校

校歌練習（各校） 校歌練習（全体）

公募 審査 校旗作成
微調整

細部打合

教
育
課
程
部
会

微調整

現地確認 保存・廃棄の判断、共有活用資料の検討

総
務
部
会

HP作成
校長会・連絡協議会にて検討

改修状況内覧会改修状況内覧会

開
校

案
決
定
（

最
終
）

微調整
案
決
定
（

最
終
）

総
会
開
催

新年度予算 新年度予算

移動・廃棄
保護者説明 完成内覧会

大久保小改修

児童数推計

児童数推計
児童数推計 テスト運行

登校班編成

AP計上 改修工事
AP計上 改修工事

通学路設定

バス停設置 テスト運行
子育て課で事業展開

現場確認・依頼

学
校
運
営
部
会

基本設計 実施設計

開
校



【別紙】
■ 村山市立小学校西部地区統合準備委員会専門部会スケジュール 〇：原案作成スタート ◎：期間を通し、継続的に実施

R7

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

R8.5.15現在

部会 № 検討項目 担当者
令和8年度（2026） 令和9年度（2027） R10

43 子ども会育成会組織・規約等 井澤豊隆 育成会 〇 案決定 整理 調整
44 育成会役員選出・事業等 半澤宏樹 育成会 〇 案決定 整理 調整
45 ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ､学校運営協議会の検討 生涯(和田) 案決定 評価 評価
46 地域学校協働本部 生涯(大山) 〇 評価 評価
47 学校後援会の調整 井澤豊隆 調整 〇 案決定

48 学校歴史の継承・地域づくり 半澤宏樹 〇 作業班 案決定 予算 完成
49 学校史（学校記念史）※ 井澤豊隆 〇 編纂 予算
50 閉校記念行事・式典 各校長 案決定 各校準備 予算
51 開校式（教委主催） 笹原 聡 検討 予算 案決定 準備 実施
52 大久保小学校の利活用 保科孝司 〇 調整 AP計上 予算 調整
53 現校舎の利活用 保科孝司 調整 部会等 部会等 調整 案決定 AP計上 予算
54 学校敷地利用の検討 保科孝司 部会等 委員会 案決定 AP計上 予算
55 地域・交流学習（放課後子ども教室） 生涯(大山)

56 その他地域連携部会 井澤豊隆

57 義教校の必要教室の検討 細谷祐太 完了

58 校舎改修設計（基本・実施） 細谷祐太 完了

59 校舎改修工事 細谷祐太 案決定 発注 契約 契約 交付金申請 実績報告 引渡
60 児童用机・椅子導入 細谷祐太 〇 案決定 AP計上 予算 購入 完了
61 大型備品等の検討 細谷祐太 〇 案決定 AP計上 予算 購入手続 完了
62 備品購入手続き 細谷祐太 ○ ﾘｽﾄ確認 AP計上 案決定 予算 購入 完了
63 備品リストの整備・整理 海老名秀喜 選定 整理 AP計上 予算 運搬 残整理
64 教材備品 海老名秀喜 選別 台帳作成 数量確認 予算 業者選定 運搬 残整理
65 不要備品 海老名秀喜 〇
66 備品移動・移転計画 海老名秀喜 選定 予算 案決定 運搬
67 その他事務経理関係 海老名秀喜

68 その他校舎施設部会 細谷祐太

R9改修工事（バス車庫、屋外工事、家具設置工事着工）

完成

地域意見確認

実施

組織化ｽﾀｰﾄ
会議・研修会(随時) 再スタート 会議・研修会(随時)

備品ﾘｽﾄ作成

再スタート
再スタート

体育館改修発注R8改修工事開始～校
舎
整
備
部
会

展示物製作

検討・実施

開
校

会議・研修会(随時) 再スタート 会議・研修会(随時)
組織化ｽﾀｰﾄ地

域
連
携
部
会

組織集約・解散


